


吉平酒店よもやま話 
 2020 年の上半期が過ぎました。未だにイベントの開催に慎重な姿勢をとっている当店ですので意外と話

題がなく何を書こうかと悩んでいると、たまたまお客様からのご質問を頂きましたのでその事について書い

ていきたいと思います。 
 
・ワインのキャップシールについて 
 お客様からのご質問は「キャップシールはどこまで剥ぐのか？」というものでした。 
そもそもキャップシールとは、ワインのコルク栓に被せてあるものです。材質は様々

で、ナイロン、鉛やアルミなどの金属、蝋などが一般的かと思います。 
 

・ご質問の詳細 
このキャップシールは大きく分けて右の画像の赤と青線の位置と全て剥いでしまうと

いう 3 つのパターンがあります。どこが正解でどれが不正解というのは明確にはないの

ですが、私の私見としては青線か全て剥ぐという 2 択です。 
 
① 青線の場合 

基本的にソムリエナイフを使って開けるのですが、赤線ですと刃が上に抜け手を

怪我しそうで怖いです。また、少ない本数であればゆっくり出来るのですが、抜栓の

スピード感が求められる現場ですとしっかりとした引っ掛かりがあった方が効率が

良いのです。他にもキャップシールは綺麗なものという意識があまりありませんので、

なるべくワインが触れてほしくありません。それなら全て剥いでしまえばいいので

は？とお考えの方もいらっしゃると思いますが、キャップシールにはワイナリーの絵

や紋章が描かれている場合もあり、佇まいとしてあった方が良いと思います。 
 

② 全て剥ぐ場合 
青線バージョンとの使い分けのポイントとしては、古酒またはデカンターによる

澱の排除をする場合にキャップシールを全て剥ぎます。目的としてはワインの状態を

把握する情報(ヒント)が少しでも欲しいからです。私が直接ワインを提供する場面で

はやはり実際にお召し上がりいただく液体にフォーカスしていきたいですので、ワイ

ンの佇まいよりは味わいの満足度を優先します。 
 
・ワインは奥が深い 
 このキャップシール 1 つにしても様々な考え方があり、ひと昔前までは安いワインの象徴であったスクリ

ューキャップも今ではその密閉性の高さから高級ワインにも使われるようになり、キャップシールを剥がし

たり、コルクを抜く事も以前に比べると減っています。 
ワインは嗜好品という部分からも、その時々で正解が幾つも存在してしまいます

し、時代によっても流行り廃りがあります。もしかしたら扱う人の数だけルールや

こだわりがあるのかもしれません。様々なこだわりはワインを楽しむ時の面白さで

もありますが、こだわり過ぎると楽しさを半減させることにもなりますので、あま

り気にし過ぎない事をお勧めします。 
それでもコレってどうなの？という気になる疑問がありましたら、ご質問いただ

ければ分かる範囲でお答え出来ればと思いますのでご相談ください。その時にお答

えしきれない場合もこのような形でお答え出来ればと思います。 




